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３月16日（土）開催

　

１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た
市

農
業
委
員
会
委
員
（
第
１
区
選
挙

区
）
の
選
挙
人
名
簿
を
２
月
23
日

（
土
）
〜
３
月
９
日
（
土
）（
各
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

に
、
左
京
区
選
挙
管
理
委
員
会

（
左
・
松
ケ
崎
堂
ノ
上
町
７
番
地

の
２　

左
京
区
役
所
内
）
で
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

問
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

241
・
９
２
５
０
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

日
時　

３
月
12
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担

当
）（
校
舎
棟
１
階
㉓
番

窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所

　
　
（
☎
211
・
１
１
０
０
）

暮
ら
し
の
行
政

困
り
ご
と
相
談










































































こ
こ
ろ
の

こ
こ
ろ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー

バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
23
年
７

月
、
地
域
医
療
の
基
本
方
針
と

な
る
医
療
計
画
に
盛
り
込
む
べ

き
疾
病
を
「
癌が

ん
、
脳
卒
中
、
急

性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
」
の
四

大
疾
病
に
、「
精
神
疾
患
」
を

加
え
、「
五
大
疾
病
」
と
し
ま

し
た
。
精
神
疾
患
の
患
者
数
は

約
323
万
人
で
あ
り
、
約
237
万
人

の
糖
尿
病
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
は
、
約

40
人
に
１
人
が
か
か
る
、
い

つ
、
誰
が
か
か
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
病
気
な
の
で
す
。　

　

10
年
前
、
病
名
が
病
気
へ
の

誤
解
や
差
別
に
繋
が
る
と
し
て

「
精
神
分
裂
病
」
か
ら
「
統
合

失
調
症
」
に
名
称
変
更
さ
れ
、

病
気
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
改

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
正
し
く
理
解

さ
れ
ず
今
も
偏
見
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
や
家
族
の
方
も
大
勢
お

ら
れ
ま
す
。

　

上
京
区
で
は
、
こ
こ
ろ
の
病

を
持
つ
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
上
京
こ
こ
ろ
の
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動

を
続
け
て
お
り
、
今
年
度
も
９

月
と
10
月
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
、
関
係

機
関
の
方
等
約
140
名
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
患
者
さ
ん
や
家

族
の
方
々
の
体
験
談
を
聴
い
た

り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
語
り
合

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
「
こ
こ

ろ
の
病
を
持
っ
た
こ
と
で
の
戸

惑
い
や
家
族
の
大
変
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」「
人
づ
き
合

い
が
苦
手
な
人
は
い
る
。
こ
こ

ろ
の
病
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

同
じ
で
あ
る
」
等
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
は
理
解
さ
れ
に
く

い
病
気
で
す
が
、
声
か
け
や
会

話
に
よ
り
、
障
害
を
分
か
り
合

え
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の

方
々
の
見
守
り
や
理
解
は
大
き

な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

目
指
す
た
め
に
、
朝
・
昼
・
晩

の
挨
拶
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
母

子
・
精
神
保
健
担
当
（
☎
432
・

３
２
２
１
）

介
護
者
の
つ
ど
い

〜
家
で
で
き
る

 

介
護
予
防
〜

　
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
は
、

高
齢
の
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
の
集
ま
り
で
す
。

　

今
回
は
、
い
つ
ま
で
も
身
体

の
機
能
を
健
康
に
保
つ
た
め

に
、
日
常
生
活
で
で
き
る
工
夫

や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
12
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

元
聚
楽
小
学
校
図
書
室

対
象　

区
内
在
住
の
高
齢
者
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方

講
師　

井
元
哲
郎
氏
（
垣
田
医

院　

理
学
療
法
士
）

申
込
み　

電
話
も
し
く
は
℻  
で

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

「
ぼ
う
さ
い

 

交
流
ひ
ろ
ば
」

　

ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
を
迎
え
ま
す
。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
、
災
害
を
通

し
て
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
を
、

み
ん
な
で
語
り
な
が
ら
考
え
る

交
流
ひ
ろ
ば
と
ぼ
う
さ
い
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
、
大
人
、
障
が
い
の

あ
る
方
、
外
国
人
の
方
な
ど
、

お
友
だ
ち
同
士
や
ご
家
族
で
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
９
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
４
時

場
所　

バ
ザ
ー
ル
カ
フ
ェ
（
烏

丸
今
出
川
上
る
）

費
用　

無
料

内
容

○
交
流
ひ
ろ
ば　

午
前
11
時
〜

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ペ
ッ

タ
ン
コ
！
（
先
着
100
名
）

　

お
も
ち
を
つ
い
て
、
ま
る
め

て
、
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
お
子
様
大
歓
迎
で
す
。 

○ 

ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ　

午
後
1

時
30
分
〜

お
話
「
震
災
を
体
験
し
て
」（
定

員
50
名
・
事
前
申
込
可
）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し

た
元
小
学
校
教
員
よ
り
、
児
童

や
地
域
住
民
と
助
け
合
い
な
が

ら
生
活
し
た
様
子
を
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。

※
雨
天
決
行
（
天
候
に
よ
り
、

内
容
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
堀
川
通
中
立
売
西
入

一
筋
下
る
）

　麻疹ウイルスは空気感染のため非常に感染力が強いの
が特徴です。発疹の出る前の鼻汁や唾液など、飛

ひ

沫
まつ

核
かく

に
よって感染します。合併症は約40％に認められ、肺炎や
脳炎などを起こす割合も高い病気です。
　一方、風疹は麻疹と異なり、比較的軽症な発疹性疾患
といわれています。しかし、妊娠初期の妊婦の風疹罹

り

患
かん

が、生まれてくる子
どもに先天性風疹症候群を高い確率で引き起こすため、問題とされています。
　MRワクチンは、１回の接種で麻疹と風疹の免疫を同時につけることが出
来ますが、１回の接種で免疫のつく割合は約95％です。ワクチンの効果を
高めるため２回接種が必要です。
　平成24年度における麻疹・風疹（MR）の定期予防接種は、下記の年齢の
方が受けられますが、公費での接種期間が３月末日までとなっています。
京都市予防接種協力医療機関については上京保健センターのホームページ
をご覧いただくか、保健センターまでお問い合わせください。

平成24年度における接種対象者
第Ⅰ期 生後12月から24月までのお子様

第Ⅱ期 年長児相当（平成18年４月２日～
19年４月１日生まれ）のお子様

第Ⅲ期 中学１年生相当（平成11年４月２日～
12年４月１日生まれ）のお子様

第Ⅳ期 高校３年生相当（平成６年４月２日～
７年４月１日生まれ）のお子様

問＝健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎432-3221）

　上京区役所庁舎前では、
「みんなで花を咲かそう」活
動ボランティアの皆さんが、
「まちの美化」へつながって
欲しいという願いをこめて、
草花への水遣りと手入れを続
けています。
　こうした環境美化活動の一
環として、季節の草花をプラ
ンターに寄せ植えする「ガー
デンプランター講習会」を開
催します。

　園芸を通じて、楽しく自然や環境について考える絶好の機会です。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

日　時　 ３月16日（土）午後２時～４時（午後１時30分～受付開始）
場　所　 上京区役所校舎棟２階第４会議室（上立売通大宮東入）
定　員　30名（先着順）
講　師　 辻井康雄氏（ＮＰＯ法人

フラワーアーティスト育
成協会理事）

受講料　2,000円（材料費）
持ち物　 ハサミ、スコップ、ゴム

手袋
申込み　 ２月18日（月）から受講

料をご持参のうえ、地域
力推進室まちづくり推進
担当（校舎棟１階㉓番窓
口）へお越しください。

主　催　 上京区文化振興会、上京
区役所

問＝地域力推進室（事業担当）（☎
441-5040、校舎棟１階㉓番）

麻疹・風疹（MR）ワクチン接種はお済みですか？上京税務署からのお知らせ
○税理士による無料相談のご案内
　西陣織会館では、下記の日程で税理士による無料
の申告相談も行いますのでご利用ください。

相談会場 西陣織会館
（堀川通今出川南入）

開設日時 ２月20日（水）～22日（金）
午前９時30分～正午、午後1時～４時

相談内容 ・ 所得税（譲渡所得を除く）
・消費税

＊できるだけ午後３時ごろまでにお越しください。

○ 平成26年１月から記帳・帳簿等の保存
制度の対象者が拡大されます。

　記帳・帳簿等の保存制度の対象が事業所得、不動
産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方
が対象となります。
　詳しくは税務署へお問い合わせください。

問＝上京税務署（☎441-9171）
※電話でのお問い合わせは、アナウンスに従い電話
機を操作してください。

保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
毎
月
保
険
料
を
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
と
て
も
便
利
で

す
。

申
込
に
必
要
な
も
の

・
国
保
記
号
番
号
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
場
合
は
被
保
険
者
番

号
と
徴
収
番
号
）
が
分
か
る
も
の

（
納
入
通
知
書
、
領
収
書
等
）

・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
口
座
の
届
出
印

申
込
場
所

お
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
又
は
保
険

年
金
課
の
窓
口

※
本
人
名
義
以
外
の
口
座
か
ら
引

き
落
と
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
に
よ
り
引
き
落
と
し

さ
れ
る
の
は
、
普
通
徴
収
の
保
険

料
の
み
で
す
。
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
）
の
方
で
口

座
振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
口
座
振
替

の
申
込
み
と
併
せ
て
納
付
方
法
の

変
更
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

日
本
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
方
）・
第
３
号
被
保
険
者
（
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
）
は
除
く
）。
加
入
届
出
が

ま
だ
の
方
は
至
急
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

該
当
す
る
と
き
〉

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

○
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
等
の
資
格
を
喪
失

し
た
と
き

○
第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
等
の
加
入
者
の

扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

※
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

と
き
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通

じ
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
、
海
外
に
お
住
ま

い
の
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本

国
民
健
康
保
険
の
口
座
振
替
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

印
鑑
が
な
く
て
も
、
保
険
年
金

課
で
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
印
鑑
（
口
座

の
届
出
印
）
が
な
く
て
も
、
簡
単

に
口
座
振
替
の
申
込
み
手
続
が
で

き
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
（
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象
金
融
機
関

京
都
銀
行
、
京
都
信
用
金
庫
、
京

都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）、
滋
賀
銀
行

※
そ
の
他
の
金
融
機
関
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
金
融
機
関
の
窓
口

で
の
申
込
み
手
続
が
必
要
で
す
。

申
込
に
必
要
な
も
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
国
保
記
号

番
号
が
分
か
る
も
の
（
納
入
通
知

書
、
領
収
書
等
）

申
込
場
所　

保
険
年
金
課

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
、
プ
レ
ハ
ブ
棟
１

階
⑦
番
窓
口
）

人
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
で
き
ま
す
。

〈
加
入
届
出
を
し
て
い
な
い
、
保

険
料
未
納
の
場
合
〉

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に

は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
や
免
除

期
間
等
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
必

要
で
す
。
加
入
の
届
出
を
し
て
い

な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
退
職
時
な
ど
に
は
届
出
を
〉

　

国
民
年
金
で
は
、
退
職
な
ど
人

生
の
節
目
に
は
、
そ
の
つ
ど
届
出

が
必
要
で
す
。
届
出
を
忘
れ
る

と
、
将
来
、
年
金
の
請
求
手
続
き

に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
プ

レ
ハ
ブ
棟
１
階
⑤
番
窓
口
）

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
　

こ
ん
な

と
き
に
は
届
出
を

　

平
成
９
年
、
京

都
市
で
開
催
さ
れ

た
地
球
温
暖
化
防

止
京
都
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
）
に
は
、

各
国
か
ら
多
く
の

関
係
者
が
集
ま

り
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
目

標
な
ど
を
定
め
た

「
京
都
議
定
書
」

を
採
択
し
ま
し

た
。
そ
し
て
各
国

の
足
並
が
揃
っ
た

平
成
17
年
２
月
16

日
「
京
都
議
定

書
」
は
発
効
し
ま

し
た
。
本
市
で
は

こ
の
日
に
ち
な

み
、
毎
月
16
日
を

「
Ｄ
Ｏ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
？
デ
ー
」（
環
境
に

良
い
こ
と
を
す
る
日
）
と
し
て
い

ま
す
。「
Ｄ
Ｏ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
？
デ
ー
」
に
は
、
京
都
市
全

域
で
、
屋
外
照
明
な
ど
の
消
灯
を

呼
び
か
け
る「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
ろ
う

そ
く
や
ラ
ン
プ
の
灯
り
で
デ
ィ

ナ
ー
を
楽
し
む
「
京
灯
デ
ィ

ナ
ー
」、
通
勤
な
ど
に
マ
イ
カ
ー

を
使
用
し
な
い
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」
な
ど
の
取
組
を
、
市
民
や

事
業
者
の
皆
様
と
一
緒
に
実
施
し

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
ご
家
庭
で
取
り
組
め
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
３

つ
の
Ｓ
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
Ｓセ

ー

ブ

ａ
ｖ
ｅ
（
へ
ら
す
）
＝
電

気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
「
へ
ら
す
」
取

組
で
す
。

・ 

暖
房
や
給
湯
の
設
定
温
度
を
下

げ
、
電
気
や
ガ
ス
の
使
用
を
減

ら
す
。

・ 

車
の
運
転
時
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
践
し
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
を

減
ら
す
。
な
ど

２
．
Ｓセ

レ

ク

ト

ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
（
え
ら
ぶ
）

＝
日
常
生
活
に
必
要
な
電
化
製
品

や
食
料
品
な
ど
か
ら
環
境
に
や
さ

し
い
も
の
を
「
え
ら
ぶ
」
取
組
で

す
。

・ 

電
気
消
費
量
の
少
な
い
家
電
製

品
を
買
い
換
え
の
際
に
選
ぶ
。

・ 

食
料
品
は
旬
の
も
の
や
近
く
で

と
れ
た
も
の
を
選
ぶ
。
な
ど

３
．
Ｓ
シ

フ

ト

ｈ
ｉ
ｆ
ｔ
（
き
り
か
え

る
）
＝
暮
ら
し
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も

の
を
「
き
り
か
え
る
」
取
組
で

す
。

・ 

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し

電
源
シ
ス
テ
ム
を
切
り
換
え
る
。

・ 

通
勤
手
段
を
マ
イ
カ
ー
か
ら
公

共
交
通
に
切
り
替
り
換
え
る
。

な
ど

　

詳
し
く
は
平
成
23
年
３
月
発
行

の
「
京
都
ご
み
減
量
・
分
別
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
41
頁
〜
44
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
京
都
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）。

　

少
し
意
識
す
る
だ
け
で
取
り
組

め
る
も
の
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま

す
。
毎
月
16
日
「
Ｄ
Ｏ 
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
？
デ
ー
」
を
迎
え
る

た
び
に
「
京
都
議
定
書
誕
生
の

地
」
の
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、

自
分
に
で
き
る
環
境
に
良
い
こ
と

を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
、
校
舎
棟

㉒
番
窓
口
）

エ
コ
ま
ち

エ
コ
ま
ち

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

　

前
回
の
正
解
は

妙
蓮
寺
の
御
会
式
桜
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寺
之
内
通
大
宮
東
入
の
妙
蓮

寺
の
本
堂
前
に
あ
る
桜
で
す
、
十

月
の
御お

会え

式し
き
の
こ
ろ
か
ら
咲
き

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
２
月
28
日
（
消
印
有

効
）。

は
じ
め
、
四
月
ご
ろ
ま
で
咲
き

続
け
ま
す
。
根
元
の
近
く
か
ら

幹
が
分
か
れ
、
垂
れ
下
っ
た
枝

先
に
八
重
の
花
が
つ
き
ま
す
。

　

狂
い
咲
き
で
は
な
く
、
十
月

桜
や
四
季
桜
と
い
わ
れ
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
い
）

ヒント　
大文字が正面に見える門で
す。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第203回

毎月16日は
「ＤＯ ＹＯＵ ＫＹＯＴＯ？デー」

３月16日（土）開催

「ガーデンプランター講習会」
参加者募集！

※昨年の様子

※写真はイメージです


